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【プログラム】 

午前 ：きらりあ活動報告 

当事者発表（くさのみ作業所：銀河鉄道９９９） 

各部会・ワーキングの今年度の取り組みについて 

行政報告（福祉計画完成報告・今後の計画検証について） 

情報提供コーナー 

事業所紹介（ふれあいライフ原） 

昼休憩：作業所の作品・製品の展示販売 

ＤＶＤ「命のことづけ～死亡率２倍障がいのある人たちの３．１１～」上映 

午後 ：研修「知的障害疑似体験講座ひろしまあび隊」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３日（金）、今年度第１回はつかいち福祉ねっと全体会をあいプラザ多目的ホールで開

催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、午前午後の長時間にわたる全体会でしたが、９８名の方にご参加いただき、午前

中ははつかいち福祉ねっとの取り組み状況をみなさんで共有し、午後からはひろしまあび隊

の方を講師にユニークでわかりやすい進行のもと知的障がいのある人の疑似体験をおこない

ました。 

その他、全体会はじめての取り組みとして、昼休憩に廿日市市内作業所の作品・製品の展

示販売とＤＶＤ「命のことづけ～死亡率２倍障がいのある人たちの３．１１～」上映を行な

いました。会場のあちこちで、賑やかに交流や情報交換がおこなわれていました。 

 

はつかいち福祉ねっとでは、「障がいのある人、ひ

とりひとりの願いを大切にし、誰もが社会の一員とし

て、真に地域の中で安心していきいきと暮らしていく

ことをのできる廿日市市」をめざし、今後もみなさん

とともにネットワークづくりや課題解決に取り組ん

でいきたいと思います。 

はつかいち福祉ねっと活動報告 

全体会 

２０１５．１１．８ 

 

発 行 はつかいち福祉ねっと事務局(廿日市市障がい福祉相談センターきらりあ) 

連絡先 TEL(0829)20-0224/FAX(0829)20-0225/E-mail fukushi-soudancenter@h-kiraria.net 

ホームページ http://www6.ocn.ne.jp/~kiraria/ 

 
「ねっと通信」の個人宛メール配信希望者、募集中！ 

 

 
ノリノリ♪すてきなダンス♪ 

くさのみ作業所のみなさん 

mailto:fukushi-soudancenter@h-kiraria.net
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今年度の部会代表者会議代表（＝はつかいち福祉ねっと

代表）は、こども部会の岩見亜矢さん、副代表は、身体障

がい部会の秋保喜美子さんです。任期は来年５月末までと

なっておりますので、みなさまよろしくお願いします。 

今年度は、昨年度策定した“第３次廿日市市障がい者計画・第４期廿日市市障がい福祉計

画”を PDCA サイクルの流れで推進していく初年度となります。年７回の部会代表者会議の

内２回は、計画推進に特化したテーマで意見交換等を行うため、障がい別会議のみなさんに

も合流いただくこととなりました。初めての経験に、手探り状態での取り組みとなりますが、

みんなで協力し、がんばっていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

部会代表者会議 

障がい別会議 

５月、６月の部会には、「広電廿日市駅及び JR 廿日市駅周辺地区整備について」当事者

のみなさんの意見が聞きたいということで、廿日市市施設整備課の方が参加されました。

音声案内、点字ブロック、多機能トイレ等について活発な意見交換ができました。 

７月２３日（木）には、おりづる出前教室（ｉｎ広島ひかり園）を開

催しました。今回は在宅で生活している当事者の方も広島ひかり園に

おじゃまし、入所者のみなさんといっしょにレクリエーションスポ 

ーツ（スポーツ吹き矢、ボッチャ等）を楽しみました。 

身体障がい部会 

５月１３日（水）の部会では、「ＰＩＥＣＥ宮内キャリアサポート」「ＳＡＩさん家」を

見学させていただきました。道中の情報交換も楽しく、実りある見学となりました。 

また、スポーツ交流センターおりづるのスポーツ指導員さん

にお越しいただく「おりづる出前教室（ゆるゆるビクス）」は、

6 月 2 日（火）に友和の里、6 月 12 日（金）にくさのみ作業所

で行いました。当日は、音楽に合わせて身体を動かしたり、新

聞紙をみんなでちぎって集めるゲームをしたりで、みなさん大

いに盛り上がりました。 

 

知的障がい部会 

毎年恒例で行っている交流企画について、当事者の方々と話し合いをしながら進めてき

ています。たくさんの企画案が出た中で、今年は１１月１１日に安佐動物園に行くことに

なりました。チラシ作り、弁当の手配、動物園でのレクレーション企画など、みんなで役

割分担をしながら進めてきています。久しぶりに行く動物園にみんな少しワクワクしてい

ます。 

精神障がい部会 
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８月２４日（月）に特別支援学校卒業生ワ

ーキングを開催しました。参加者は、市内通

所系事業所１０か所（新規開所予定の事業所

を含む）、特別支援学校２校（廿日市市在住の

生徒が在籍する学校）、事務局含む関係機関４

機関、オブザーバーとして市外事業所１か所

でした。 

第１部では各事業所・学校の情報共有を行い、第２部では廿日市特別支援学校と、関係

する事業所・機関のみで進路調整を行いました。 

特別支援学校卒業生ワーキング 

今回初めての試みとして、表紙でも紹介させてもらった全体会の昼休憩に、９事業所が

販売で参加しました。出席されたみなさんにも大変好評でした。事業所からも「関係機関

のみなさんと交流が持てた」「他の事業所の製品に刺激を受けた」などのご意見をいただ

きました。 

日赤看護大学から依頼があった、コングレスバッグの作成については、６

事業所で取組んできました。事業所毎にデザインも違い、それぞれの個性あ

ふれるものができあがり、１０月に納品しました。大学からは「とても良い

ものをありがとうございます」と喜びの声をいただきました。 

福祉就労ワーキング 

大好評の「福祉サービスガイドブック」を平成２７年４月版として改訂いたしました。

今回のカラー印刷・製本は、福祉就労ワーキングにお願いし、ワークハウスアダージョさ

んで２５０部作成していただきました。「福祉サービスガイドブック」「事業所一覧（随時

改訂）」ともに、きらりあにて配布しておりますので、ぜひ、ご活用ください。 

わかりやすい情報部会 

 

 

  

こども部会では、長期休暇中の余暇活動の場づくりに取り組んで

おり、７月３０日（木）、８月１日（土）、８月２２日（土）におり

づる出前教室を開催しました。内容は、ビーンボーリング、輪投げ、

ディスゲッター、ディスクゴルフなどで、子どもたちは、夢中にな

って楽しんでいました。 

また、例年、保護者で企画、当日の進行をしていた夏休み工作教室

を今年度初めて、友和の里さんと共催させていただきました。７月２

７日（月）にガラスアート（表札）、８月１０日（月）にクレイデコ（ホ

ワイトボード）をし、職員さんに作り方を分かりやすく教えていただ

き、みんな良い作品が完成しました。会場提供や送迎についてもご協

力いただき、友和の里さんに感謝♪ 

 

課題別会議 

「色々な方たちに身近に感じてもらいたい」ということで、今年度から、

「児童部会」は「こども部会」に名称変更し、はりきっています！ 

 

こども部会 
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７月２３日（木）に発達支援部会を開催し、今年度の取り組みについて協議しました。昨

年度に引き続き、ポジティブライフガイドの配布、「心をつなぐサポートファイル結愛」の

普及啓発を行います。また、部会としては初めて、障害児相談支援事業所を対象とした研修

会を開催予定です。 

発達支援部会 

長期入院されている人に地域の事を知ってもらおうと、院内茶話会を友和病院で行いま

した。事前に病院のスタッフからの声掛けもあり、２３人の当事者と２７人のスタッフの

参加がありました。まず、福祉サービスと地域の相談員として相談支援専門員や保健師を

顔写真入りで紹介させてもらいました。その後、２つのグループに分かれ「入院生活の事」

「将来の事」「地域生活を送る上での不安」など自由に付箋に書きながら意見交換を行いま

した。 

院内茶話会については、今後も継続して行っていく予定です。 

長期入院解消プロジェクト 

７月２７日（月）はスポーツレクリエーション（カローリング、ビ

ーンボーリング等）を行いました。参加人数は少なかったですが、勝

負に真剣に取り組みながらも、楽しい時間が過ごせました。 

秋から冬にかけて、救命講習、なちゅは介護セミナーの開催を企画 

しています。講習、セミナーを通して、緊急時の対応やケアされる側、ケアする側双方に

とって負担の少ない介護技術を身につけられたらと思っています。 

訪問介護事業所連絡会 

平成２７年７月現在の廿日市市内のサービス等利用計画作成率は、約９７％と数字的に

は順調に推移しています。ただ、制度上の課題から、相談支援事業所の運営は厳しく、相

談支援専門員のみなさんの抱える課題はなかなか解決に至っていないのも現状です。 

相談支援部会では、お互いのスキルを高め合い、自信を持って計画相談業務にあたれる

よう、今年度も毎月１回定例会を開催し、学習、グループワーク、情報交換等を行なって

います。 

相談支援部会 

今年度の取り組みの柱は、「みやじま丸 de クルージング」「障がい者スポーツ体験会」「カ

ローリング交流会」の３本です。ＪＲ西日本宮島フェリー㈱さんのご協力により、今年で

３回目となった「みやじま丸 de クルージング」は、７月３１日（金）に開催しました。午

前・午後を合わせ、２０７人のみなさんが快適な船旅を楽しまれました。このたびは、医

療的ケアが必要な子どもさんたちが、医療スタッフのみなさんと乗船。「５年越しの夢だっ

た宮島へのお出かけが、形を変えて実現できてうれしかった！」という声をいただきまし

た。 

余暇活動支援ワーキング 
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「誰からも愛されたい」 

画：吉井真由美 

日本看護学会・学術集会開催のポ

スターに採用された絵です。 

 

 

 

 

 

私はグループホームエスペランサにいる吉井真由美

です。私は友和病院にいて２０年間入院して、とても

苦しい想いをしたり、悲しい想いをしたことがありま

した。でも、私は病院のケースワーカーさんのことを、

心の中ではいつか退院をさせてくれることを信じてい

ました。たくさんのスタッフ、主治医、病棟師長、総

婦長、エスペランサのスタッフ、スペシャルケースワ

ーカー等のおかげで、私は救われました。それから私

は自分でどうやって退院できるのかと思った時、そう

だ日記を書いてみようと思いました。私の毎日の生活

は、掃除をしたり、日記を書いたりしていました。そ

の日記を、先生に見せたりしました。それから、私は

どんな時も未来を信じていました。私は自分でなりた

かった夢は、ウェイトレスだったから、作業所でウェ

イトレスができるようになって嬉しかったです。それ

から、いろんな人と出会えて幸せです。私はこの２０年

間、NHK の「きょうの料理」や「はなまるマーケット」

を見て、レシピをずっと書いたりして、料理を勉強して

きました。その中でいろんな料理やデザート、ケーキ、

アイスクリーム、ジュースを勉強したりして、本当に今

思えば、退院して幸せだなと思いました。その中で、主

治医がどれだけ私のことを思ってくれたのかと思い、嬉

しかったです。私は 1 週間に 1 回、主治医の面接が楽しみで、元気づけてくれたり、ニコ

ッと笑ってくれたり、今日も頑張らなくてはいけないと期待を裏切らないように、しよう

と努力しています。皆さんも、退院できるように心から祈っています。  

障がい別会議リレーずいそう No．７ 

今年度もはつかいち福祉ねっとのみなさん対象に、権利擁護に関する研修会を企画しま

す。今年度のテーマは、「障がい者虐待について」「障害者差別解消法について」です。研

修会の詳細が決まりましたら、ご案内させていただきます。みなさん、ふるってご参加く

ださい。 

権利擁護ワーキング 

 

９月１８日（金）、はつかいち福祉ねっととしては初めてあいプラザの消防訓練に参加

しました。今回の参加は事務局も合わせて２８人でした。 

最初に消防署の方から注意事項などの説明を受け、障がい別会議ごとに別室に移動し、

そこから避難行動を行いました。その後、水消火器を使用しての消火訓練、あいプラザ館

内の設備の確認を行いました。普段利用しているあいプラザですが、避難スロープや防火

扉など、知らない設備なども多く、参加された方からは「初めて避難スロープを利用して

みて良かった」「次回は他の人と一緒に参加できれば」などの声がありました。 

防災プロジェクト 
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 皆さんこんにちは。工房ハクナマタタの打海です。 

ピクトハウスの千頭さんからバトンをいただきました。 

 ハクナマタタは平成２０年ＮＰＯ法人ＴＯＭさんのお力添えと数人

のボランティアで準備を始め、平成２１年１月から地御前のメイン通り

に喫茶のような食堂のようなお店をスタートさせました。地御前から一

つまたひとつとお店が消えていくなか、地域の中にごくごく自然に、あ

たりまえのように障害のある人の働く場面があればいい、地域の高齢化、

独居の高齢者が増える中そんな

方々の憩いの場となればいいと始めたハクナマタタです。 

 平成２５年にはＮＰＯ法人から独立し、廿日市市の地域

活動支援センターとしての事業開始届けを提出し今日に

いたっております。 

また不特定多数（お客様）の方々との関わりが難しい方々

の場面をと、２年前に第二ハクナマタタ（作業部門）も開

所しました。 

 開店当初はコーヒー・紅茶・うどんのみで、来られる地

域の方々のご要望と働くメンバーの調理の力量とを相談しながらメニューを増やしていきま

した。春から夏は大野産のあさりを使い秋から冬は地御前かきを使っており、その他の食材も

極力国産にこだわって使っています。 

かれこれ７年よくやってこれたなあと関わるボランティアもチョットびっくり（笑） 

 『ハクナマタタ』スワヒリ語で『なんと

かなるさ～♫』をモットーに、障害のある

なしに関わらず今を生きる一人ひとりが

それぞれの人生を豊かに歩んでいけるよ

う望み、その一端を担っていければいいな

あと思っています。 

 『ＩＮＦＩＮＩＴＹ ＤＲＥＡＭＳ』『無

限大の夢』家庭にも学校にも自分の居場所

を見い出せない少年達と関わっていた時

の活動チーム名です。「インフィニティド

リームズ、ズが大事なんよ、夢は一つじゃ

ないけーね」胸に響いた少年の一言です。 

 みなさんもどうぞ様々な大きな夢を追っかけてくださいね！ 

 

  
次回の事業所リレーずいそう No.１１は

「PIECE 宮内キャリアサポート」です！ 

 

～事業所リレーずいそう～ Ｎｏ.１０ 

 


